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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送を受信可能な携帯型受信機であって、
　前記携帯型受信機の現在位置を特定する位置特定部と、
　特定された現在位置周辺の所定範囲内に位置する放送局の放送受信可能エリアと、その
放送局の放送を受信するための周波数情報と、放送局の放送時間情報と、を含む放送サー
ビス情報を取得する放送サービス情報取得部と、
　前記放送受信可能エリアを図形化して地図データに重畳させて、ディスプレイに表示さ
せる地図表示部と、
　を備え、
　前記地図表示部は、現在時刻と前記放送時間情報とを比較して、放送中であるか休止中
であるかを判断し、この判断結果に応じて前記放送受信可能エリアの表示態様を変えるこ
とを特徴とする携帯型受信機。
【請求項２】
　前記ディスプレイに表示された放送受信可能エリアをユーザが選択する操作をしたとき
、この放送受信可能エリアに対応する周波数情報を用いて選局するチューナ部をさらに備
えることを特徴とする請求項１に記載の携帯型受信機。
【請求項３】
　放送を受信可能な携帯型受信機に用いられる放送受信方法であって、
　前記携帯型受信機の現在位置を特定するステップと、
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　特定された現在位置周辺の所定範囲内に位置する放送局の放送受信可能エリアと、その
放送局の放送を受信するための周波数情報と、放送局の放送時間情報と、を含む放送サー
ビス情報を取得するステップと、
　前記放送受信可能エリアを図形化して地図データに重畳させて、前記携帯型受信機のデ
ィスプレイに表示させるステップと、
　現在時刻と前記放送時間情報とを比較して、放送中であるか休止中であるかを判断し、
この判断結果に応じて前記放送受信可能エリアの表示態様を変えるステップと、
　を含む放送受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送を受信可能な携帯型受信機、および携帯型受信機における放送受信方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　地上デジタルテレビ放送では、広帯域放送（以下フルセグ放送または１２セグ放送と呼
ぶ）と狭帯域放送（以下ワンセグ放送と呼ぶ）とで同一の映像コンテンツを同一時刻に放
送する所謂サイマル放送が行われている。一方、サイマル放送を行わず、フルセグ放送と
は異なる独自の映像コンテンツを特定のサービスエリア内のみで放送するエリアワンセグ
放送の実証実験が現在行われている。エリアワンセグ放送は、サービスエリアが半径数メ
ートル程度の小規模ものから、半径数十～数百メートルである比較的規模の大きいものま
で様々なものが想定されている。
【０００３】
　ユーザがエリアワンセグ放送を受信するには、エリアワンセグ放送の放送局のチャンネ
ル情報を取得する必要がある。特許文献１には、基地局からエリアワンセグ放送を受信可
能な移動局に対して、自基地局のカバーエリア内において放送されるエリアワンセグ放送
の放送番組紹介情報およびチャンネル設定情報を含む放送サービス提供情報を送信する技
術が開示されている。移動局のディスプレイにテキスト表示された放送番組紹介情報をユ
ーザが選択すると、移動局はチャンネル設定情報に基づいてエリアワンセグ放送番組を受
信することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１６６１５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、ユーザがいずれかの放送番組紹介情報を
選択しても、移動局、すなわちエリアワンセグ放送受信機の現在位置が放送エリア外にあ
りその放送番組を受信できない場合がある。また、ユーザは、どこに移動すれば選択した
放送番組を受信できるのかを知ることができない。
【０００６】
　本発明はこうした状況に鑑みてなされたものであり、その目的は、携帯型受信機におい
て、放送を受信することができる場所を容易に判別できるようにする技術を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様は、放送を受信可能な携帯型受信機である。携帯型受信機は、携帯型受
信機の現在位置を特定する位置特定部と、特定された現在位置周辺の所定範囲内に位置す
る放送局の放送受信可能エリアと、その放送局の放送を受信するための周波数情報と、を
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含む放送サービス情報を取得する放送サービス情報取得部と、放送受信可能エリアを図形
化して地図データに重畳させて、ディスプレイに表示させる地図表示部と、を備える。
【０００８】
　この態様によると、携帯型受信機の現在位置の周辺で受信可能な放送局の受信可能範囲
を、現在位置周辺の地図データに重畳させて携帯型受信機のディスプレイに表示するよう
にした。これにより、ユーザは、どこに移動すれば放送を受信できるかを容易に判別する
ことができる。
【０００９】
　なお、以上の構成要素の任意の組合せ、本発明の表現を方法、装置、システム、記録媒
体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有効で
ある。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、携帯型受信機において放送を受信可能な場所を容易に判別することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る携帯型受信機を含む通信システムの概略構成図である
。
【図２】管理サーバから携帯型受信機に提供される放送サービス情報を示す表である。
【図３】本実施形態に係る携帯型受信機の構成を示すブロック図である。
【図４】携帯型受信機のディスプレイに表示される、放送サービス情報を含む地図データ
の一例を示す図である。
【図５】携帯型受信機のディスプレイに放送サービス情報を表示する処理のフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態に係る携帯型受信機１００を含む通信システム１０の概略
構成図である。
【００１３】
　携帯型受信機１００は、ワンセグ放送を受信するアンテナ、受信したワンセグ放送から
得られた放送コンテンツを再生するためのディスプレイおよびスピーカを少なくとも備え
る携帯端末である。また、携帯型受信機１００は、ＧＰＳ（Global Positioning System
）衛星２２から発せられる電波を受信するアンテナと、管理サーバ１２と無線通信を行う
アンテナとをさらに備える。無線通信は、ＬＡＮ（Local Area Network）を利用してもよ
いし携帯電話網を利用してもよい。携帯型受信機１００は、例えば、スマートフォン、携
帯電話機、タブレット端末、ノートパソコン等であってもよい。
【００１４】
　図示しない放送設備に接続されたワンセグ放送局２０は、放送局毎に予め設定されてい
るチャンネル番号（周波数）を使って放送コンテンツを変調し、放送波として発信する。
ワンセグ放送局２０は、それぞれの送信出力に応じて、数ｍ～数百ｍの受信可能範囲（以
下、「放送エリア」と呼ぶ）１８を有する。
【００１５】
　ＬＡＮ等のネットワークを介して管理サーバ１２と接続された無線通信装置１４は、放
送エリア１８をその中に含む通信範囲１６内で携帯型受信機１００と通信可能である。管
理サーバ１２は、少なくとも無線通信装置１４の通信範囲１６内の地図データを保持して
いる。また、管理サーバ１２は、無線通信装置１４の通信範囲１６内で提供されているワ
ンセグ放送局２０に関する情報（以下、「放送サービス情報」と呼ぶ）を保持している。
管理サーバ１２は、携帯型受信機１００からの問い合わせに応じて、地図データおよび放
送サービス情報を無線通信装置１４を介して提供するように構成されている。
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【００１６】
　なお、以下では、携帯型受信機１００が地図データおよび放送サービス情報を管理サー
バ１２から無線通信装置１４を介して取得する場合について述べるが、地図データおよび
放送サービス情報の取得方法はこれに限られず任意の方法を用いることができる。
【００１７】
　携帯型受信機１００のユーザは、携帯型受信機１００が各ワンセグ放送局２０の放送エ
リア１８内にある場合、ワンセグ放送のチャンネル設定をすることで、ワンセグ放送局２
０からのワンセグ放送を受信して得られた放送コンテンツを視聴することができる。
【００１８】
　図２は、管理サーバ１２から携帯型受信機１００に提供される放送サービス情報の内容
を示す表５０である。放送サービス情報には、無線通信装置１４の通信範囲に位置する各
ワンセグ放送局について、放送局名５２、チャンネル５４、周波数５６、放送局の緯度お
よび経度５８、各放送局の放送エリア半径６０、および放送時間６２を少なくとも含む。
【００１９】
　図２の放送サービス情報は、地図データと別個に作成され、管理サーバ１２に格納され
ていてもよい。または、各放送局の放送サービス情報を地図データ内の放送局位置に関連
づけた形で地図データが作成され、管理サーバ１２に格納されていてもよい。
【００２０】
　図３は、本実施形態に係る携帯型受信機１００の構成を示すブロック図である。この構
成は、ハードウエア的には、任意のコンピュータのＣＰＵ、メモリその他のＬＳＩ、種々
の装置で実現でき、ソフトウエア的にはメモリにロードされたプログラムなどによって実
現されるが、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロックを描いている。した
がって、これらの機能ブロックがハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、またはそれらの
組合せによっていろいろな形で実現できることは、当業者には理解されるところである。
【００２１】
　通信部１２４は、管理サーバ１２から無線通信装置１４を介して送信される放送サービ
ス情報を、アンテナ１２２を介して取得する。取得した放送サービス情報は、記憶装置１
３８に格納される。記憶装置１３８は、例えばハードディスク、ＤＶＤ（Digital Versat
ile Disc）等の光学ディスク、ＳＤカードなどの不揮発性メモリなどが含まれるが、これ
ら以外であってもよい。
【００２２】
　位置特定部１２８は、ＧＰＳアンテナ１２６で受信されるＧＰＳ信号に基づき、所定の
時間間隔で携帯型受信機１００の現在位置、例えば緯度および経度を特定する。
【００２３】
　制御部１３０は、地図取得部１３２、放送サービス情報取得部１３４および地図表示部
１３６を含む。
【００２４】
　地図取得部１３２は、位置特定部によって特定された現在位置周辺の予め定められた範
囲（例えば、現在位置を中心に１ｋｍ四方など）の地図データを管理サーバ１２などから
取得し、記憶装置１３８に格納する。記憶装置１３８内に予め広域の地図データが格納さ
れており、地図取得部１３２が現在意位置周辺の所定範囲の地図データを検索するように
してもよい。
【００２５】
　放送サービス情報取得部１３４は、地図取得部１３２で取得された地図データのうち、
携帯型受信機のディスプレイ１２０に表示される範囲内に位置する放送局を特定する。そ
して、特定した放送局に関する放送サービス情報を管理サーバ１２などから取得し、記憶
装置１３８に格納する。
【００２６】
　地図表示部１３６は、ディスプレイ１２０に表示される範囲内に位置する放送局の放送
エリアを図形化し、これをその範囲の地図データに重畳させて作成した地図画像を、画像
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出力部１１６に送る。画像出力部１１６は、作成された地図画像をディスプレイ１２０に
出力する。
【００２７】
　地図画像をみたユーザにより、いずれかの放送エリアを選択する操作がなされると、制
御部１３０は、選択された放送エリアに対応するワンセグ放送局の周波数を、記憶装置１
３８内の放送サービス情報から取得してチューナ部１０４に送る。
【００２８】
　チューナ部１０４は、制御部１３０から送られたワンセグ放送局の周波数にチューニン
グする。チューナ部１０４は、ワンセグ受信アンテナ１０２を介して受信したワンセグ放
送に検波、復調、誤り訂正等の処理を施して放送信号を取得し、得られた放送信号をデマ
ルチプレクサ１０６に送る。
　なお、複数の放送波を同時に受信するために、アンテナ１０２およびチューナ部１０４
が複数設けられていてもよい。
【００２９】
　デマルチプレクサ１０６は、放送信号から放送サービス（放送コンテンツ）としての音
声データおよび映像データを取り出し、それぞれ音声デコーダ１０８またはビデオデコー
ダ１１０に送る。
【００３０】
　音声デコーダ１０８は、取り出された音声データを復号し、得られた音声信号を音声出
力部１１４に送る。音声出力部１１４は、送られた音声信号をスピーカ１１８で出力する
。
【００３１】
　ビデオデコーダ１１０は、取り出された映像データを復号し、得られた映像信号を画像
合成部１１２に送る。画像合成部１１２は、必要に応じてメニュー画面の合成、画像デー
タのスケーリング等を行い、画像出力部１１６に送る。画像出力部１１６は、送られた映
像信号をディスプレイ１２０で表示する。
【００３２】
　続いて、携帯型受信機１００の作用について説明する。
【００３３】
　図４は、携帯型受信機１００のディスプレイ１２０に表示される、放送サービス情報を
含む地図画像７０の一例を示す。図中の星印７２が携帯型受信機１００の現在位置を表し
ており、その周囲の所定範囲の地図が表示されている。
【００３４】
　放送サービス情報取得部１３４により、所定範囲の地図データ内に５つのワンセグ放送
局Ａ～Ｅが存在することが特定されたとする。例えば、地図の緯度および経度の範囲と、
各ワンセグ放送局の位置する緯度および経度とを比較することで、この特定を行うことが
できる。または、所定範囲の地図データ内の放送局位置と各放送局の放送サービス情報と
が予め関連づけられている場合は、単に関連づけられた放送サービス情報を取得すればよ
い。ワンセグ放送局Ａ～Ｅは、図２の表に示した放送局Ａ～Ｅとそれぞれ対応するものと
する。
【００３５】
　地図表示部１３６は、各ワンセグ放送局Ａ～Ｅの放送エリアに相当する図形を作成する
。各放送エリアが例えば半径Ｒｍのように規定されている場合、地図の縮尺を考慮して地
図上で放送局位置を中心とした半径Ｒｍの円を描くようにする。図４の例では、放送局Ａ
、Ｂを中心として半径１００ｍの円、放送局Ｃを中心として半径８０ｍの円、放送局Ｄ、
Ｅを中心として半径３０ｍの円がそれぞれ描かれている。
【００３６】
　さらに、地図表示部１３６は、現在時刻と、各放送局Ａ～Ｅの放送時間とを比較して、
それぞれの放送が放送中であるか否かを判定する。例えば、現在時刻を１１：００とする
と、放送局Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅは放送中であるが、放送局Ｄは放送休止中であることが分かる
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。このような放送休止中の場合は、例えば円の外縁を点線にするなど、放送中の放送局に
対応する円とは異なる態様で表示する。これに加えて、いつから放送が開始されるかを知
らせる文字情報７４を合わせて表示してもよい。
【００３７】
　地図上の放送エリアをユーザが選択すると、制御部１３０によってその放送エリアに対
応する放送の周波数が取得され、チューナ部１０４により選局が自動的に行われる。これ
により、携帯型受信機１００がユーザの選択した放送エリア内に位置する限り、面倒な設
定なしでエリアワンセグ放送を視聴することができる。
【００３８】
　図４のように、地図画像と重畳させて各放送エリアを表示することによって、携帯型受
信機１００のユーザは、現在位置でワンセグ放送を受信することができるか否か、周辺の
どこに移動すればワンセグ放送を受信可能になるか、放送中か休止中か等を容易に把握す
ることができるようになる。
【００３９】
　図５は、携帯型受信機１００上で放送サービス範囲を表示する処理のフローチャートで
ある。位置特定部１２８は、携帯型受信機１００の現在位置を取得する（Ｓ１０）。地図
取得部１３２は、取得した現在位置周辺の所定範囲の地図データを取得する（Ｓ１２）。
放送サービス情報取得部１３４は、ディスプレイ１２０の表示範囲内に位置するワンセグ
放送局に関連づけられている放送サービス情報を取得する（Ｓ１４）。地図表示部１３６
は、放送サービス情報内の放送時間を参照して、各放送局について現在放送中か否かを判
定する（Ｓ１６）。地図表示部１３６は、各放送局の放送エリアを表す図形画像を作成す
る（Ｓ１８）。このとき、放送中か休止中かに応じて、図形の表示態様を異ならせる。地
図表示部１３６は、作成した図形画像を地図データと重畳させた地図画像を作成する。画
像出力部１１６は、地図表示部１３６が作成した地図画像をディスプレイ１２０に出力し
表示させる（Ｓ２０）。
【００４０】
　以上説明したように、本実施形態によれば、携帯型受信機の現在位置の周辺にあるエリ
アワンセグ放送局の位置および放送受信範囲を、現在位置周辺の地図画像に重畳させて携
帯型受信機のディスプレイに表示するようにした。これにより、ユーザは、現在位置の周
囲のどこに移動すればエリアワンセグを視聴できるかを容易に知ることが可能になる。
【００４１】
　また、放送中か休止中かに応じて表示態様を変えることで、放送エリアまで移動して選
局を行わなくても、放送中か休止中かを容易に区別することができる。
【００４２】
　以上、本発明を実施例をもとに説明した。この実施例は例示であり、それらの各構成要
素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も本
発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００４３】
　放送サービス情報には、各ワンセグ放送局の特色、放送中の番組内容などの追加情報が
含まれていてもよい。放送エリアに加えて、これらの情報が地図画像に重畳されて表示さ
れてもよい。
【００４４】
　実施の形態では、携帯端末でワンセグ放送を受信することを説明した。しかし、本発明
はワンセグ放送の受信に限られず、１２セグメント放送を受信する場合にも適用すること
ができる。また、将来実施される可能性がある二つ以上のセグメントを利用する放送を受
信する場合にも本発明を適用することができる。
【符号の説明】
【００４５】
　１０　通信システム、　１２　管理サーバ、　１４　無線通信装置、　１８　放送エリ
ア、　２０　ワンセグ放送局、　６０　放送エリア半径、　６２　放送時間、　１００　
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携帯型受信機、　１０４　チューナ部、　１２４　通信部、　１２８　位置特定部、　１
３２　地図取得部、　１３４　放送サービス情報取得部、　１３６　地図表示部、　１３
８　記憶装置。

【図１】 【図２】
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【図５】
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